

















   1. 民族の平和統一 
   2. 自他が共に生きる道 
   3. 飯は天（ハヌル）である 







継ごうと原州大成高等学校を設立（1954 年）し、2 回も議員選に立候補（1956、1960 年）
















































1. 民族の平和統一: 1961 年まで 






統一中央協議会」の執行委員だったからである。民族自主統一中央協議会は 1961 年 2月 25
日ソウル鍾路区慶雲洞天道教中央大教堂で民主・自由・自主を標榜する民間統一団体だった。
ここには民族宗教、革新政党をはじめに、教職員労働組合および労働、学生等の勢力が加勢
したが９、当時は 1960 年にあった 4.19 革命による第二共和国が出帆した時期であったた
め、革命の雰囲気がまだ漂っていた時代だった。さらに 1961 年の 2.8 米韓援助協定による
自主的な雰囲気が高揚していた上、4月 12日UN政治委員会で韓国統一に関する決議書が
可決され１０、4.19 革命一周年も近く、祖国自主統一に対する熱望は一層高揚していた時期
でもあった。このような状況で 1961 年 5月 16日の冷徹な朝が訪れる。5.16 クーデター勢
力は民族自主統一中央協議会を率いた進歩主義政党、社会団体、メディア関係の人々を次々
と拘束していった。そして彼らのほとんどは裁判で終身刑を宣告された１１。 







































































































「1965 年にわずか 350 万トンしかなかった米の生産量は 1977 年 600 万トンまで増加し、
1ha 当たり生産量も 4.94 トンという、世界最高記録を塗り替えた」３１。当時政府はこれを
「緑色革命の成就」と闡明した３２。しかし、光あるところにまた闇も生じる。当時 1976 年
6月 9日時の「傾向新聞」では次のような記事が書かれている。「我が国の農薬使用量を見
ると 65 年に 2,955 トンであったのが 70 年には 9,143 トン、75 年には 2 万 559 トンにまで
及び、10 年間約 7倍も増加しており、このうち毒性の強い殺虫剤だけでも 65 年 390 トン
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